
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満四捨五入）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  67,578  42.8  10,436  －  9,545  －  4,363  －

22年３月期第１四半期  47,310  △38.1  △2,921  －  △2,674  －  △2,292  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期 18.55 18.53

22年３月期第１四半期  △9.71  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  281,922  107,467  36.9 447.46

22年３月期  281,053  108,072  37.2 443.19

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 103,962百万円 22年３月期 104,648百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  － 0.00 － 6.00  6.00

23年３月期  －

23年３月期（予想） 3.00 － 3.00  6.00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  134,000  30.5  18,000  －  16,500  －  8,700  －  37.27

通期  259,000  14.7  26,000  179.0  24,500  159.3  13,700  172.9  58.96



４．その他（詳細は、［添付資料］３ページ「２.その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

   新規  －社 （ － ）  除外  －社 （ － ） 

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 242,075,556株 22年３月期 242,075,556株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 9,738,150株 22年３月期 5,952,919株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 235,175,527株 22年３月期１Ｑ 236,061,024株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国・アジア需要の好調、政府の景気刺激策の効果等により

回復基調で推移しました。一方、欧州財政危機や不安定な米国経済の影響を受け円高・株安の傾向が強まり、依然

先行きの不透明感が拭えない状況が続いております。 

  当社グループは、このような環境のもとで、引き続き「ＺΣ運動」による徹底したコスト削減に努めるととも

に、エラストマー素材事業におきましては販売価格の改定、高機能材料事業におきましては付加価値の高い新製品

の開発と事業拡大に取り組んでまいりました。 

  この結果、当第1四半期連結会計期間の経営成績は、売上高675億78百万円（前年同期比42.8％増）、営業利益

104億36百万円（前年同期は29億21百万円の営業損失）、経常利益95億45百万円（前年同期は26億74百万円の経常

損失）、四半期純利益43億63百万円（前年同期は22億92百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメントの業績は、次の通りであります。 

  

（エラストマー素材事業部門） 

  合成ゴムの国内販売は、主要用途であるタイヤ・自動車関連部品の生産調整の終了、顧客のアジア向け輸出の好

調、原料高に応じた価格改定の実施等により、販売数量、売上高とも前年同期を大幅に上回りました。輸出につき

ましても、中国を中心とするアジア向け輸出が好調に推移し、国内同様に価格改定を行ったこと等により、販売数

量、売上高ともに前年同期を大幅に上回りました。海外子会社は、世界経済の回復を受けて米国子会社、英国子会

社ともに販売数量、売上高とも前年同期を大幅に上回りました。以上の結果、合成ゴム全体では、売上高、営業利

益ともに前年同期を大幅に上回りました。 

  合成ラテックスの国内販売は、樹脂改質用途、製紙用途向けは不調でありましたが、手袋用途、一般工業用途向

けが回復し、価格改訂も進んだことから、販売数量、売上高とも前年同期を上回りました。輸出につきましても、

手袋用途、一般工業用途向けとも需要が回復し、価格改訂も進み、販売数量、売上高とも前年を大幅に上回りまし

た。以上の結果、合成ラテックス全体では、売上高、営業利益ともに前年同期を大幅に上回りました。 

  化成品の国内販売は、需要回復基調により販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。輸出も、需要回復

に加え競合メーカーによる生産調整により引合いが増え、販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。タイ

の石油樹脂子会社は、国内の道路需要回復に加え、輸出需要の回復により、販売数量・売上高ともに前年同期を上

回りました。この結果、化成品全体では、売上高、営業利益ともに前年同期を上回りました。 

  以上の結果、エラストマー素材事業部門全体の売上高は、429億15百万円（前年同期比57.4％増）、営業利益

は、72億6百万円（前年同期は14億37百万円の営業損失）となりました。 

  

（高機能材料事業部門） 

  高機能樹脂関連では、光学レンズ用途・医療用途向け樹脂（ゼオネックス）は国内、輸出とも需要が回復し、高

機能樹脂全体で数量、売上高とも前年同期を上回りました。 

  高機能部材関連では、光学フィルムの韓国大手液晶パネルメーカーへの供給が順調に推移したこと等により、販

売数量、売上高ともに前年同期を大幅に上回りました。この結果、高機能樹脂および部材全体では、売上高、営業

利益ともに前年同期を上回りました。 

  情報材料関連では、電池材料、トナー及びエッチングガスは、販売数量・売上高ともに前年同期を上回りまし

た。この結果、情報材料全体では、売上高、営業利益とも前年同期を上回りました。 

  化学品関連では、合成香料は昨年夏以降回復基調であった需要が世界同時不況前の水準に戻ったことに加え、拡

販努力が奏功し販売数量・売上高ともに前年同期を上回りました。特殊化学品も、香料用の需要回復や拡販により

好調に推移した為、販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。この結果、化学品全体では、売上高、営業

利益ともに前年同期を上回りました。 

  以上の結果、高機能材料事業部門全体の売上高は、137億43万円（前年同期比29.6％増）、営業利益は、31億50

百万円（前年同期は12億26百万円の営業損失）となりました。 

  

（その他の事業部門） 

  その他の事業においては、子会社の商事部門の売上高が前年同期を上回りました。 

  以上の結果、その他の事業部門全体の売上高は、112億42百万円（前年同期比12.9％増）、営業利益は、61百万

円（前年同期は2億69百万円の営業損失）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（注）当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しておりますが、セグメント区分の変更がないため、前年同期における事業の種類

別セグメント情報との比較数値を記載しております。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、2,819億22百万円（前連結会計年度末比8億69百万円増加）となりまし

た。これは主として、有形固定資産、投資有価証券等が減少したものの、受取手形及び売掛金、その他流動資産、

繰延税金資産等が増加したことによるものであります。  

 負債は、1,744億55百万円（前連結会計年度末比14億74百万円増加）となりました。これは主として、コマーシ

ャル・ペーパー、長期借入金、賞与引当金等が減少したものの、支払手形及び買掛金、未払法人税等が増加したこ

とによるものであります。 

 純資産は、1,074億67百万円（前連結会計年度末比6億5百万円減少）となりました。これは主として、四半期純

利益43億63百万円、配当金支払に伴う利益剰余金の減少14億17百万円、自己株式の増加21億45百万円、その他有価

証券評価差額金の減少18億20百万円等によるものであります。    

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年７月28日に公表しました業績見通しの数値に変更はありません。 

   

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを

行う方法により算定しております。 
  
原価差異の配賦方法 

 原価差異の棚卸資産と売上原価への配賦を年度決算と比較して簡便的に実施しております。 
  
繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況について、著しい変化がないと認められる場合は、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法により、また、著しい変化が認められた場合は、前連結会計年度決算にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法に

よっております。 
  
②特有の会計処理 

税金費用の計算  

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
  
原価差異の繰延処理 

 季節的に変動する操業度等により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれるため、当該

原価差異を流動資産（その他）および流動負債（その他）として繰り延べております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ１百万円、税金等調整前四半期純利益は652百万円減少しており

ます。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,499 7,378

受取手形及び売掛金 64,981 61,540

商品及び製品 27,827 28,762

仕掛品 3,046 2,322

原材料及び貯蔵品 8,105 7,253

未収入金 19,972 19,319

繰延税金資産 3,666 3,499

その他 4,907 1,631

貸倒引当金 △66 △71

流動資産合計 138,937 131,632

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 34,826 34,028

機械装置及び運搬具（純額） 47,410 49,098

土地 13,945 13,932

建設仮勘定 6,247 8,863

その他（純額） 2,332 2,452

有形固定資産合計 104,761 108,373

無形固定資産   

のれん 796 839

その他 3,434 3,288

無形固定資産合計 4,231 4,127

投資その他の資産   

投資有価証券 27,241 31,135

繰延税金資産 2,571 1,486

その他 4,577 4,716

貸倒引当金 △395 △416

投資その他の資産合計 33,993 36,920

固定資産合計 142,985 149,421

資産合計 281,922 281,053
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 53,504 48,349

短期借入金 22,847 23,128

コマーシャル・ペーパー 2,000 5,999

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 2,709 726

賞与引当金 118 1,029

その他の引当金 1,212 1,126

その他 11,928 11,773

流動負債合計 104,317 102,131

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 45,630 46,571

繰延税金負債 570 629

退職給付引当金 10,624 10,682

環境対策引当金 844 844

その他の引当金 161 626

その他 2,309 1,498

固定負債合計 70,138 70,850

負債合計 174,455 172,981

純資産の部   

株主資本   

資本金 24,211 24,211

資本剰余金 18,374 18,374

利益剰余金 74,261 70,963

自己株式 △7,516 △5,371

株主資本合計 109,330 108,177

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,662 3,482

繰延ヘッジ損益 △1 △0

為替換算調整勘定 △5,637 △5,632

年金負債調整額 △1,392 △1,378

評価・換算差額等合計 △5,368 △3,529

新株予約権 196 185

少数株主持分 3,309 3,239

純資産合計 107,467 108,072

負債純資産合計 281,922 281,053
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 47,310 67,578

売上原価 40,687 46,876

売上総利益 6,623 20,702

販売費及び一般管理費 9,543 10,266

営業利益又は営業損失（△） △2,921 10,436

営業外収益   

受取利息 23 18

受取配当金 337 362

負ののれん償却額 22 －

持分法による投資利益 6 －

為替差益 43 －

補助金収入 188 146

雑収入 90 118

営業外収益合計 710 644

営業外費用   

支払利息 337 296

為替差損 － 1,133

雑損失 126 106

営業外費用合計 463 1,535

経常利益又は経常損失（△） △2,674 9,545

特別利益   

固定資産売却益 － 28

投資有価証券売却益 217 －

貸倒引当金戻入額 3 10

その他 0 0

特別利益合計 220 38

特別損失   

固定資産処分損 21 954

減損損失 239 －

投資有価証券評価損 616 1,010

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 651

その他 17 4

特別損失合計 893 2,619

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,347 6,964

法人税等 △1,044 2,503

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,461

少数株主利益又は少数株主損失（△） △11 98

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,292 4,363
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△3,347 6,964

減価償却費 4,648 5,069

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,180 △911

受取利息及び受取配当金 △360 △380

支払利息 337 296

投資有価証券評価損益（△は益） 616 1,010

固定資産処分損益（△は益） － 954

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 651

売上債権の増減額（△は増加） △399 △3,592

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,345 △370

仕入債務の増減額（△は減少） 344 5,250

その他 △1,290 △4,178

小計 8,713 10,763

利息及び配当金の受取額 358 477

利息の支払額 △419 △359

補助金の受取額 561 532

法人税等の支払額 △332 △555

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,882 10,859

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,648 △1,912

無形固定資産の取得による支出 △77 △252

その他 447 407

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,279 △1,758

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △971 △606

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △3,991 △4,000

長期借入金の返済による支出 △658 △650

自己株式の取得による支出 － △2,146

配当金の支払額 △614 △1,280

少数株主への配当金の支払額 △51 △9

その他 △8 △870

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,293 △9,560

現金及び現金同等物に係る換算差額 172 △78

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 483 △537

現金及び現金同等物の期首残高 5,008 6,912

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

70 124

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,561 6,499
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 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

（注）事業区分の方法及び各区分に属する主要製品 

(1）事業区分の方法 

経営管理上採用している区分によっております。 

(2)各事業区分の主要製品 

〔所在地別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1)北米……………アメリカ 

(2)ヨーロッパ……イギリス、ドイツ、イタリア 

 (3)アジア…………タイ、シンガポール、韓国、中国 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
エラストマ
ー素材事業 
（百万円） 

高機能材
料事業 
（百万円）

その他の
事業 
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社 
（百万円）

連結 
（百万円）   

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高  27,089 10,604 9,617 47,310  －  47,310

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 178 － 338 515 (515)  －

計  27,266 10,604 9,954 47,825 (515)  47,310

営業利益（△営業損失）  △1,437 △1,226 △269 △2,932 11  △2,921

事業区分 主要製品

エラストマー素材

事業 

合成ゴム、合成ラテックス、化成品（Ｃ５石油樹脂、熱可塑性エラストマー

等） 
  

高機能材料事業 

化学品（合成香料、有機合成薬品等）、情報材料（電子材料、トナー関連製

品等）、高機能樹脂（シクロオレフィンポリマー樹脂、シクロオレフィンポ

リマー成型品） 
  

その他の事業 
ＲＩＭ配合液、ＲＩＭ成形品、医療器材、ブタジエン抽出技術等、塩ビコン

パウンド、包装物流資材、住宅資材、その他 
  

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円） 
ヨーロッパ
（百万円） 

アジア
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高  37,648  3,490  2,713  3,459  47,310  －  47,310

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 4,572  808  44  419  5,842  (5,842)  －

計  42,220  4,298  2,756  3,878  53,152  (5,842)  47,310

営業利益（△営業損失）  △2,504  △572  △126  △58  △3,260  339  △2,921
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〔海外売上高〕  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）北米………………アメリカ、カナダ、メキシコ 

(2）ヨーロッパ………イギリス、ドイツ、イタリア 

(3）アジア……………中国、韓国、タイ、マレーシア、台湾 

(4）その他の地域……ブラジル、オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものであります。 

当社は、本社に製商品別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製商品について国内及び海外の包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、事業部を基礎とした製商品別のセグメントから構成されており、「エラストマー素材

事業」及び「高機能材料事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「エラストマー素材事業」は、合成ゴム、合成ラテックス及び化成品等を生産、販売しております。「高機

能材料事業」は、高機能樹脂、高機能部材、情報材料及び化学品等を生産、販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年６月30日）  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・住宅部材等の販売

等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額20百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  
（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  北米 ヨーロッパ アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  4,270  4,009  11,788  409  20,476

Ⅱ 連結売上高（百万円）          47,310

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
 9.0  8.5  24.9  0.9  43.3

  

報告セグメント
その他

（百万円）
（注１） 

合計
（百万円） 

調整額 
（百万円） 
（注２）  

四半期連結損
益計算書 
計上額 

（百万円） 
（注３） 

エラストマー
素材事業 
（百万円） 

高機能材料
事業 

（百万円）

計
（百万円）

売上高              

外部顧客への売上

高 
 42,643  13,743  56,386  11,193  67,578  －  67,578

セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

 272  －  272  49  321  △321  －

計  42,915  13,743  56,658  11,242  67,900  △321  67,578

セグメント利益  7,206  3,150  10,355  61  10,417  20  10,436
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 該当事項はありません。   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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